
 

地区別事業概要 

事 業 名 水利施設等保全高度化事業 地 区 名 登別
のぼりべつ

 

関係市町村 北海道登別市
のぼりべつし

 事 業 主 体 北海道 

  

事 業 目 的   本地区は、北海道登別市の南西部に位置し、酪農専業経営農家を中心とし、畜産経
営が混在する営農が展開されている。 
 本地区の営農用水施設は、昭和 43 年度より道営開墾建設附帯事業等により整備さ
れているが、整備後 40 年以上が経過し、施設の老朽化による漏水から水不足が発生
し、良質な営農用水の確保に苦慮している。 
このため、本事業により営農用水施設を総合的に整備することで営農用水の安定供

給を図り、本地域の豊かで競争力ある農業の実現に資するものである。 

事 業 概 要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期 

467ha 27 戸 1,200 百万円 令和４～12 年度 
  

主要工事 導水管路 ６km 
配水管路 10km 
管理施設 １式 
 

  

関連事業 なし 
 

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式 

3,937 百万円 1,941 百万円 2.02 総費用総便益方式 

概 要 図 別添のとおり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：登別地区土地改良事業計画概要書（北海道胆振総合振興局農村振興課作成） 

 

 



概　　　　要　　　　図

水利施設等保全高度化事業　登別地区

県内位置図

凡例



 

地区別事業概要 

事 業 名 水利施設等保全高度化事業 地 区 名 東部
と う ぶ

 

関係市町村 北海道天塩郡
てしおぐん

豊富町
とよとみちょう

 事 業 主 体 北海道 

  

事 業 目 的   本地区は、北海道豊富町の東部に位置し、広大な土地資源を活かした酪農を基幹産
業とする営農が展開されている。 
 本地区では、昭和 51 年度より道営営農用水事業により整備されているが、整備後
30 年以上が経過し、施設の老朽化による漏水から水不足が発生し、良質な営農用水の
確保に苦慮している。 
このため、本事業により営農用水施設を総合的に整備することで営農用水の安定供

給を図り、本地域の豊かで競争力ある農業の実現に資するものである。 

事 業 概 要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期 

2,689ha 35 戸 2,800 百万円 令和４～12 年度 
  

主要工事 取水施設 １式、導水管路 １km 
浄配水施設 １式、配水管路 27km 
管理施設 １式 
 

  

関連事業 なし 

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式 

4,636 百万円 2,945 百万円 1.57 総費用総便益方式 

概 要 図 別添のとおり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：東部地区土地改良事業計画概要書（北海道宗谷総合振興局農村振興課作成） 



概　　　　要　　　　図
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地区別事業概要 

事 業 名 水利施設等保全高度化事業 地 区 名 津別
つ べ つ

２
に

 

関係市町村 北海道網走郡
あばしりぐん

津別町
つべつちょう

 事 業 主 体 北海道 

  

事 業 目 的   本地区は、北海道の津別町の西部に位置し、酪農、畜産を中心として一部畑作経営
も混在する営農が展開されている。 
 本地区では、昭和 43 年度より団体営農業改善事業により整備されているが、整備後
30 年以上が経過し、湧水を取水源としているため、近年必要水量の確保が不安定な状
態である。また、一部では各農家所有の井戸水により営農を行っており、良質な営農
用水の確保に苦慮している。 
このため、本事業により営農用水施設を総合的に整備することで営農用水の安定供

給を図り、本地域の豊かで競争力ある農業の実現に資するものである。 

事 業 概 要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期 

314ha 12 戸 1,100 百万円 令和４～10 年度 
  

主要工事 送水管路 ８km 
配水池 １式、配水管路 ４km 
管理施設 １式 

  

関連事業 なし 

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式 

1,884 百万円 1,280 百万円 1.47 総費用総便益方式 

概 要 図 別添のとおり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：津別２地区土地改良事業計画概要書（北海道オホーツク総合振興局調整課作成） 



概　　　　要　　　　図

水利施設等保全高度化事業　津別２地区

県内位置図

凡例

位置図

札幌市

津別２地区

N

配

畑

田

受
益
地

凡例

市町村界

地区界

配水池

管路

管路（不施工）



 

地区別事業概要 

事 業 名 水利施設等保全高度化事業 地 区 名 音
おと

稲府
いねっぷ

 

関係市町村 北海道紋別郡
もんべつぐん

雄武町
おうむちょう

 事 業 主 体 北海道 

  

事 業 目 的   本地区は、北海道の雄武町の東部に位置し、酪農、畜産を中心として一部畑作経営
も混在する営農が展開されている。 
 本地区では、昭和 40 年度より国営開墾建設事業、平成 12年度より道営中山間（一
般）事業により整備されているが、整備後 30年以上が経過している施設は、施設の老
朽化による漏水から水不足が発生し、良質な営農用水の確保に苦慮している。 
このため、本事業により営農用水施設を総合的に整備することで営農用水の安定供

給を図り、本地域の豊かで競争力ある農業の実現に資するものである。 

事 業 概 要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期 

2,652ha 21 戸 1,500 百万円 令和４～10 年度 
  

主要工事 取水施設 １式、導水管路 ６km、 
配水施設 １式、配水管路 12km、 
管理施設 １式 
 

  

関連事業 なし 
 

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式 

3,858 百万円 2,229 百万円 1.73 総費用総便益方式 

概 要 図 別添のとおり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：音稲府地区土地改良事業計画概要書（北海道オホーツク総合振興局調整課作成） 

  



概　　　　要　　　　図

水利施設等保全高度化事業　音稲府地区
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地区別事業概要 

事 業 名 水利施設等保全高度化事業 地 区 名 西中
にしなか

音更
おとふけ

 

関係市町村 北海道河東郡
かとうぐん

音更町
おとふけちょう

 事 業 主 体 北海道 

  

事 業 目 的   本地区は、北海道音更町の北西部に位置し、小麦、豆類、てんさい、ばれいしょの
畑作４品目の他、にんじん等を組み合わせた営農が展開されている。 
 本地区では、平成５年度より道営畑地帯総合整備事業が実施されているが、未だに
起伏のあるほ場や排水不良、石礫のあるほ場が点在し、農作業の効率化に影響を及ぼ
し、農道も狭小であることから、大型機械導入の妨げとなっている。 
また、排水路の能力不足を起因とした湿害も発生しており、農作物の生産が阻害さ

れている。 
 このため、本事業により農業用用排水施設、農業用道路、区画整理を総合的に整備
することで、生産性が高く高機能の優良農地を確保し、農業の生産性の向上を図り、
本地域の豊かで競争力ある農業の実現に資するものである。 

事 業 概 要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期 

1,071ha 45 戸 2,157 百万円 令和４～11 年度 
  

主要工事 区画整理 606ha 
用排水路 １km 
農道 ２km 
 

  

関連事業 なし 
 

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式 

4,786 百万円 2,766 百万円 1.73 総費用総便益方式 

概 要 図 別添のとおり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：西中音更地区土地改良事業計画概要書（北海道十勝総合振興局調整課作成） 



概　　　　要　　　　図

水利施設等保全高度化事業　西中音更地区
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